
国
讃
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と
屍藏本秀彦 ・水谷 一   美術展　

※階段の多い施設です。車椅子による移動は職員が補助いたしますので、

ご利用の際は事前にご相談下さい。

※新型コロナウイルスの感染状況等により会期、内容が変更になる場合

もございます。事前に確認しご来場ください。

※感染症予防対策にご協力ください。
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761-8001 香川県高松市亀水町 1412-2（五色台山上）　087-881-4707　

S e t o   I n l a n d  S e a  F o l k   H i s t o r y  M u s e u m , S e t o u c h i   G a l l e r y

瀬戸内海歴史民俗資料館 瀬戸内ギャラリー

特設サイト



　あれから10年が過ぎました。日本中が悲しみに沈んだ時、アートは即効性を持

たず、その場で役に立たないことを突きつけられ、無力さを実感した瞬間でもあ

りました。その時、やや決心にも近く記憶を風化させないというひとつの点にお

いてのみ作品を作り続けようと思いました。

　それと当事者性を獲得するということ。震災や原発をモチーフとして制作する

ということ自体に我々は尻込みしたし、批判の対象にもなりました。しかし福島

にしても世界のテロルにしても当事者性を少しでも獲得しようとする姿勢が必要

であると感じています。つまり想像する、イメージすることが、声高らかにでは

ないかもしれませんが表現の使命だとも思いました。当時から信頼できない情報

をテレビやモニターの表面から受け取り、日々の生活から思考停止される私達へ

の警鐘として実際にある風景ではなく心の中の絶望を描いた 「TRUST」は存在し

ています。

　それとは別に希望や悲しみの上にも、見えない不安の上にも同じく木漏れ日は

降り注ぐ。「それでも木漏れ日は」という絵画には、とてつもない遠い未来に向

き合う誇りと精神の錨を投げる決意と強さを込めました。2つの切り口の絵を描く

ことが僕にとってのバランスでもあったわけです。

※本展に作品「それでも木漏れ日は」は出展されません。　　　　　　　　　(藏本秀彦）

　　　　　　　　　　                                                                                            

 寂しさもロマンも不在から生まれます。博物館の展示品—遺物のそれぞれはいず

れもかつての誰かの気配であり、遺物それぞれを使ったり作ったりした方のほと

んどはもうこの世にはいません。彼／彼女らの生きた時代を私達は生きていませ

ん。実在の伴わない気配を不在と呼ぶとすれば、博物館は不在で溢れています。

　瀬戸内海歴史民俗資料館、第1展示室2階、瀬戸内ギャラリーの床に海面の広が

りを想像してみて下さい。静かで鏡のように凪いだ海です。階下には大きな船舶

を始め、この地域に人が生きた手触りのような沢山の遺物が並んでいます。ギャ

ラリーの床を水面とすれば、1階の展示空間は水面下、つまり水中遺跡に見えて来

ます。高く位置する海面はまた、あの災害にも連想は及ぶかも知れません。或い

は、階下を過去=古い地層と捉えるなら、2階のギャラリーに今=現代層を感じる

事も出来るかも知れません。

　かつて瀬戸内海に浮かぶある島では、新盆に灯籠、そして菓子や果物といった

供物を乗せた小舟を海に流し、故人を偲ぶという風習がありました。今でもそれ

は形を変えて残っています。しかし時代と共に、岸から遥か沖に消える小舟を見

届ける、そうした時間は消えてなくなりました。実在はもうそこに存在していな

いのです。

　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （水谷一） 

瀬戸内海歴史民俗資料館までのアクセス案内

自動車をご利用の場合

• JR 高松駅から／車で約25 分（約16km）

• JR 坂出駅から／車で約30 分（約20km）

• 徳島方面から／高松自動車道・高松檀紙IC より車で約30 分（約18km）

• 岡山方面から／瀬戸中央自動車道・坂出北IC より車で約30 分（約20km）

• 愛媛・高知方面から／高松自動車道・坂出IC より車で約35 分（約24km）

JR高松駅からタクシーをご利用の場合：30分・運賃およそ5,000円

JR 坂出駅バスとタクシーをご利用の場合

•JR坂出駅北口バスターミナル乗り場から、コトサンバス王越線「木沢行」で、「木

沢」下車。そして徒歩で県道16号線を高松方面（東）に歩き、大崎の鼻から五色台

山上方面に坂道を登る。（バス約40分、徒歩約1時間）

※タクシーを利用の場合は、事前にタクシー会社にお電話ください。なお、タクシ

ーの運賃及びその他の所要時間については目安です。最新のバス乗り場や時間・料

金等については、高松駅の観光案内所等でご確認ください。

展覧会：国讃めと屍　出展：藏本秀彦、水谷一

開催期間：2021 年9 月18 日（土）～12 月19 日（日）※観覧無料

開館時間：午前9 時～午後5 時（入館は午後4 時30 分まで）

休館日：月曜日（月曜日が休日の場合は、原則として翌火曜日）

会場：瀬戸内ギャラリー（瀬戸内海歴史民俗資料館 第1展示室2階）

所在地：〒761-8001 香川県高松市亀水町1412-2（五色台山上）

お問合せ：087-881-4707

主催：瀬戸内海歴史民俗資料館（香川県立ミュージアム分館）
           https://www.pref.kagawa.lg.jp/kmuseum/setorekishi/

           瀬戸内アートコレクティブ
           https://www.setocole.com

五色台少年自然センター

大崎ノ鼻

木沢バス停
高松市亀水運動センター

香川県総合運動公園

瀬戸内海歴史民俗資料館
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瀬戸内ギャラリーは、瀬戸内地方の歴史、民俗等に関する資料の収集、保管、展示、調査、研究を行う瀬戸内海歴史民俗資料館の第 1展示室 2階に 2021 年 3月、

新設された企画展示スペースです。今後、総合的・分野横断的な「瀬戸内文化発信の場」として、瀬戸内、海、くらし、伝承、技、心、デザイン、自然、環境などをテ

ーマに、歴史・民俗・美術・自然・環境などの展示を展開していきます。

沖つ波来よる荒磯を 敷きたへの枕とまきて 寝せる君かも

これは飛鳥時代の歌人、柿本人麻呂によるもので、瀬戸内海に浮かぶ島、現在は埋め立てられて陸続きとなっている沙弥島 ( 香川県坂出市 ) を訪れた際、岸の

岩場に倒れた亡骸を見て詠んだ歌の反歌。

長歌では言葉を尽くし、美しい讃岐を礼讃しています。続いて潮時の強風、沖の大波、岸に騒ぐ白波の描写がなされ、そして人麻呂は岩場に倒れ、荒波を枕にす

る亡骸を見て、その人の家や配偶者に思いを馳せます。鎮魂のため、人麻呂はこの歌を死者への手向けの花としたのでしょう。

讃歌的表現は当時、「言霊信仰に支えられ、願わしいことの実現を目論む予祝的な表現といえばいえると同時に、権力者の心に叶う表現」 ※) であったようです。

その一方この時、人麻呂が訪れた島では荒波があり、強く風が吹き、そして目に見える死がある。こうしたイメージはどこかこのコロナ禍における私たちの世

界に重なって来るようです。本展タイトル「国讃めと屍」はこの歌を巡る、出品作家である二人の現代作家の対話から生まれました。

出品予定の作品はタイトルほど直接的ではないものの、二人の作家が「鎮魂」や「記憶」「過去と現代」「当事者性」といったキーワードからイマジネーションを

得た作品となり、そのテーマは資料館の主たる守備範囲である「民俗学」にとっても重要なものです。

民俗学は当初から「霊魂」の処理や行方、先祖の供養や無縁の霊が及ぼす災厄などについて強い関心をはらってきました。また、「話者」からの聞き取りを主た

る資料としている民俗学にとって「聞き手」である採集者の客観性や当事者性、地域との向き合い方などは、「経世済民」を標榜してきた民俗学ゆえに、他の人

文諸科学とは異なり、大きな課題ともいえるでしょう。表現者である芸術家と同様に対象への向き合い方がより問われる学問とも言えます。

東日本大震災や、海の彼方に先祖の霊を送る精霊船の習俗などに想いを寄せた二人の現代作家が、木造船や漁具といった数々の過去の遺物が展示された大空

間を背景に、民俗資料と現代アートのコラボレーションを試みます。新型コロナウイルス流行に端を発し、厳しい世情の続く昨今、人麻呂がかつて死を見つめ

た情景を表題に込めた二人が描き出す「現代表現の今」に是非ご期待下さい。

※）引用：寺川眞知夫『狭岑嶋の石中死人を視て作る歌』万葉古代学研究所年報 第 8 号 (2010 年 3 月 ), 奈良県立万葉文化館 , p.10 http://www.manyo.jp/ancient/report/pdf/report8_1_samine.pdf

国讃めと屍
瀬戸内ギャラリー第3回企画展  藏本秀彦・水谷一  美術展

 


